
都市再生整備計画 (第4回変更)

工謹苗亀血

指冨算軍白将

平成23年 3月
変更部 :赤字



都市再生整備計画の目標及び計画期間

都道府県名 福島県 市町村名 平田村 地区名 上菫田地区 面積 1    150 ha

針画期間 平成     19 年度 ～  平成 年度 交付期間 平成    19年 度 ～ 平成 年度

目 定の根拠

ション)
とし

このよ

る、あぶくま山系の中央にあって、面積03 53km2、 人口約7千0百人の村である。道路交通網としては、あぶくま高原道路 (福島空港南道路)が平成16年 11月 25日 に平ロインターから小野インター (磐越遭小野ジャンク
1ま、東北自動車道矢吹インターから磐越自動車違小野インターまでの全長約36kmが供用開始となります。全線開通後は、地域住民の生活道路.福島県内外からの観光ルート、さらに睦と空の物流拠点を結ぶ道路

:拠点としての位置付けから、平ロインター周辺を含む当nt□地域については、本村の中心市衝地として住民の生活を支える地域として活性

`し

させる必要があります。現在は、少子高齢化等による既存
、あぶくま高原自動車道の平ロインター整備をインパクトとした活力により、将来のまちづくり再編を目指すものです。

藤燿
・少子高鈴化が進む中で、住民生活の安全、安心化
・地域経済の活力を確保するためには、住環境の整備。特に若者の定住促進施策が喫緊の課題である。
・平田インター供用に伴う広城交流拠点としの機能を蓄えるとともに、整備効果を地域資源が豊富なまち中に誘導し、中心商業地に活力を与え、定住促進に寄与する整備が採用である。
◎ 平田村の経済基盤については、農畜産物と動労者所得であるが、芝桜シーズン入り込み客数65 QXl人 のジュピアランド(芝桜の皇)がある。この経済効果を通年において、中心市衡地で受け止め地域振興の核に育てる必要がある。
◎ 交通面では、国道、あぶくま高原自動車道 (地域高規格道 )、 福島空港などの広崚交通拠点としての立地条件を有しているが、公営住宅団地、平ロニュータウンと中心商葉地とのアクセス●基盤条件が不備である。
◎ 住民や観光者が回遊して時間消費できるようなみちづくりが必要である。
(交流センター～ほたるの里公園～ファミリー牧場～中心商業地)

■ホCンヨン 甲ヽ長期′

公営住宅団地、平ロニュータウン、県立高校0が集積する本地区において、主に住環境機能と自然が夫生し、人と自然が輝き、新しい活力がみなぎるむらづくりをめざす。

O第 4次平田村総合計画では、住民生活を支える多様な生活関連機能の集積を回るとともに交通交流の拠点としての整備推進地区の位置づけがされている。
O平 田インター周辺地域の活性化、交流促進などをすすめる中で、持続的に発展可能なまちづくりをめざすこととされている。

目 定量化する指標

指 標     H位 定  ニ 目機と指標及び目様値の関連性 従前値 ■滲生産 目標億    預雨麗百
―

平田村交流人口          人/年

今後の定注意向          %

年間商品販売薇         万円/年

ジュピアランドひらた来場者数

平口村総合8f回 〈第4次 )村民アンケートによる10～ 20代
の定住意向

福島県商業続計調査結果報告書による平田村内の商店
の年間商品販売額

平ロインター周辺整備効果による連携したまちづくりの結果を来
lB者の増加より指標する。

広城交流拠点整備による中心商業地への動向を受けた魅力ある
まちづくりによる定住意向の増加を目指す。

定住および観光交流来訪者による地域づくりにより、村の産業と
連動した商品販売額の増加数を指標とする。
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都市再生整備計画の整備方針等

Sいて「あぶくま高原道路J供用による広崚交流の拠点施設として活用する。
紹介を行いながら交流を回る。
として情報発信を行う。

まち

道路事業 :基幹事業
宅 るにあたり、利用しやすく、住民がコミュニケーションを図りながら生活できる路線を
る。

足を運びやすくし、定住した若者の住まいから利便良く通動または買い物ができる生活環境遺路整備をす

裏通り整備事葉(歩行支援施設、緑4ヒ施設等):関連事業

ら 、 り、

ている中心商葉地の裏通りを活用した魅力づくりを発掘し、舘山公園や神社仏目の回遊性を高めなが
た中心商業地に活力を与える。

平田インターを活用した自然とら、れあう交流の場の割造
口道49■と平ロインターが結節され、多くの交通流動が回られ、平口村の玄関口となる要所に、更なるインパクトを与え、交流人口の増加を図る。
道の駅整備と運動させるとともに、あぶくま高原自動車道の休憩所としての流動を印象づける上で、自然条件から翻出されたホタルを活用した憩いの

公園整備事業 :関連事業

としてのアピールを行い、動物とのふれあいを楽しむ環境整備をインター内を利用し整備を行うことで、村全体のPRを進めると共に、地域の欄
:きる交流施設としてフアミリー牧■を通の駅と連動し整備する。

0持 続可能な村民主体となるまちづくり活動について

当地域は、あぶくま高原道路と目道49号の地域高規格遺路が結節される平田インターが整備され、広城的な人々の流動が行われることが予想され、交流結節点としての道路利用者サービス機能を目的とした「道の駅ひらたJの整備II目が進められ
ている。
平口村は、道の駅の地域振興施設をまちづくりの拠点とし、村民主体で持続可能なまちづくりを遺の駅検討委員会作業部会として意見交換しながら進めている。その他、■の駅で販売できる地域特性を活かした食文化の鵬査も、地場産品地域振興会
が主体となり、社会実験としてミニ直亮所を実施するなど、調査が進められている。

O事 業終了後のまちづくり活動

通の駅地域振興施設を拠点とした村民主体のまちづくりが進められる中で、事業終了後においても、弓|き続き道の駅を拠点としながら、地域の特色を創出した試みを実施する。その中で、中心商業地への誘導やl日道の文化財を活かした街並みへの
銹諄を模索するところであり、回遊できる沿道景観の整備や安全性の確保などの協議をすすめ、村全体への波及について協議を進めるところである。

O交 付期間中の計画の管理について

目様に向けた確実な管理を実施するために、村と「道の駅」検討会を中心とした分科会の活動をとおした各機関の代表者と協働し、毎年事業の内容を精査しながら事業の進め方や改善事項を整理し、場合によつては、村民アンケート調査を実施しなが
ら、適宣事業の経過を公表し進める。



交付対象事業等一覧表
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交付対象事業等一覧表

交付対象事業費  1        7441   交付限度額   1       29611   国費率   1   0398
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都市再生整備計画の区域

r罰経 鶴額 奪齢 ; 面積 区重 平田村大字上蓬田字横森後、上宿、大石、切山地内



王謹菌亀芭(指島県ギin将)整備方針概要図

目標

Cんでい0人が、口りをもてる后こテリトリーの壺■と、栞菫■■改晉による交流■点のコ置を目■し
ます。交流人口拡大のための地●振興施設を劇造し、地域住民との交流促進を国りながら、良好な居
住環境から中心商彙地へ安心して利用できる快適な生活各盤を創造するため、地域住民と協慟しな
がらまちづくりの推造を目指します。

代表的
な指標

、日 ( 人/年 70011 H17` 95000
:の定住意向 (% IH1 7` 60 H23`

万円/年 405.000 H14 ―●    420000 H23‐

口提案事業

事業活用調査 ・̈村
「事業効果の検llll
「事後評価の調査」

口提案事業

まちづくり活動推進事業…・村、村民
「観光交流センターの運営準備活動の支援」
「地場産品販売の基盤となる産業の活性化を通じての

まちづくり活動の支援」
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